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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

【1】先週の回顧

先週のブラジル・レアルは、対米ドルおよび対円で上昇
しました。また、2年国債金利は低下しました。地政学リス
クへの警戒感が後退したことや商品市況の上昇が通貨
高に寄与しました。

先週は経済活動指数やインフレ率（IPCA-15）などの
経済指標が発表されました。前者につきましては、事前
の市場予想が既に前年比+0.8％程度の弱い数字になっ
ていたにも関わらず、発表された数字はそれを下回る
+0.66％となりました。また、後者のインフレ率も市場予想
をわずかに下回る結果となりました。これらを受けて、景
気回復ペースの鈍化と低インフレ環境の継続により、ブラ
ジル中央銀行が金融緩和サイクルを長期化するとの観
測が強まり、ブラジル金融市場では金利低下が進みまし
た。

政治情勢では、ルラ元大統領の収監後にブラジルの調
査会社ダータフォリャ（Datafolha）が行った大統領選に
関する世論調査が公表されました。この調査によると、ル
ラ氏が大統領選に出馬できるとの前提の下では、同氏は
依然として30％以上の支持率を保持しているとの結果に
なりました。一方、ルラ氏が出馬できない前提では、極右
勢力の支持が厚いボウソナロ氏と、環境主義者のマリナ・
シルバ氏がそれぞれ10％台の支持率を確保しており、
混戦とされる大統領選において頭一つ抜け出た形となり
ました。

【2】今週の見通し

今週は目立った経済指標の発表がなく、ブラジル金融
市場は動意の乏しい展開を想定しています。しかし、3％
に接近している米国の長期金利が一段と上昇した場合
には、新興国市場に対する投資家のセンチメントが悪化
する可能性があることには注意が必要です。

政治情勢につきましては、世論調査で上位につけるマ
リナ・シルバ氏やバルボサ氏が経済構造改革の必要性
を示唆するなど、大統領選の各候補者は経済政策への
言及を始めており、有力候補の発言内容には一定の注
目が集まります。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2018年4月23日

（2018年3月23日～2018年4月20日）

（2018年3月23日～2018年4月20日）

【2018年4月14日～2018年4月20日までの推移】
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